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(57)【要約】
　本発明は、支持構造物の分野で応用を見出すものであ
り、具体的には、シート構造物、特に自転車および人体
支持フレームのためのシート構造物に関する。この構造
物は、下面(4)と上面(3)とを有する支持要素(2)を有し
、該要素は、使用者の重量の少なくとも一部を支持する
ことを意図するものであり、また前記構造物は、前記支
持要素(2)に付随する固定手段(5)を有し、該固定手段は
、前記支持要素(2)を自転車または人体支持フレーム(T)
に、長さ方向および/または角度および/または垂直方向
に関して調節可能な位置に固定する。前記固定手段(5)
は、少なくとも１つの長さ方向延長部(6)を有し、該延
長部は、前記支持要素(2)から下方に延びていて、かつ
少なくとも１つの実質的に水平な部分(7)を有し、該部
分は、前記フレーム(T)に付随し、実質的に垂直方向に
作用する少なくとも１つの実質的に水平のクランプ部材
(S)によって、クランプされるようになっている。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート構造物、特に自転車および人体支持フレームのためのシート構造物であって、
　- 使用者の重量の少なくとも一部を支持することを意図する下面(4)と上面(3)とを有す
る支持要素(2)、
　- 前記支持要素(2)に付随する固定手段(5)であって、前記支持要素(2)を自転車または
人体支持フレーム(T)に、長さ方向および/または角度および/または垂直方向に関して位
置調節可能なように固定する固定手段(5)、
から成るシート構造物において、
　前記固定手段(5)が、少なくとも１つの長さ方向延長部(6)を有し、該延長部が、前記支
持要素(2)から下方に延びていて、かつ少なくとも１つの実質的に水平な部分(7)を有し、
該部分が、前記フレーム(T)に付随し、実質的に垂直方向に作用する少なくとも１つの実
質的に水平のクランプ部材(S)によって、クランプされるようになっている、
ことを特徴とするシート構造物。
【請求項２】
　当該少なくとも１つの延長部(6)が当該支持要素(2)と一体であることを特徴とする請求
項１に記載のシート構造物。
【請求項３】
　当該少なくとも１つの実質的に水平な部分(7)が外向きに延びていることを特徴とする
請求項１に記載のシート構造物。
【請求項４】
　当該少なくとも１つの実質的に水平な部分(7)が実質的に一定の断面を有し、当該クラ
ンプ部材(S)に対する前記部分の長さ方向位置を調節できるようになっていることを特徴
とする請求項１に記載のシート構造物。
【請求項５】
　当該支持要素(2)と一体の一対の延長部(6、6´)を有することを特徴とする請求項１に
記載のシート構造物。
【請求項６】
　横方向に間隔をとって配置された当該延長部(6、6´)が、それぞれ実質的に水平の外向
きに延びた部分(7、7´)を有することを特徴とする請求項５に記載のシート構造物。
【請求項７】
　当該延長部(6、6´)が実質的に垂直で平行になっていることを特徴とする請求項５に記
載のシート構造物。
【請求項８】
　実質的に水平な部分(7、7´)のそれぞれが所定の角度(α)だけ傾斜した上面(8、8´)を
有することを特徴とする請求項６に記載のシート構造物。
【請求項９】
　当該実質的に水平な部分(7、7´)が拡大された上部へり(9、9´)を有することを特徴と
する請求項６に記載のシート構造物。
【請求項１０】
　当該実質的に水平な部分(7、7´)の当該拡大されたへり(9、9´)が実質的に平行である
ことを特徴とする請求項９に記載のシート構造物。
【請求項１１】
　当該実質的に水平な部分(7、7´)が、実質的に平行な当該延長部(6、6´)によって、当
該クランプ部材(S)の間に配置されたスペーサー部材を滑動自在に案内するようになって
いる実質的に長さ方向の溝(10)を定めることを特徴とする請求項６に記載のシート構造物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、人体支持構造物の分野での応用を見出すものであり、より詳しくは、請求項
１の前文に述べるシート構造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、自転車シートのデザインのための最重要要因は、使用者に対して最高の
快適感を与える能力である。これは、適当なサドル詰め物を使用することによって実現で
きるが、さらにまた、着座位置を調節して、乗る人の体型およびその乗り方の好みにもっ
とも良く合うようにすることによっても実現できる。
【０００３】
　サドルをシート支柱に固定するのに現在使用できる手段は、剛性部材、一般にたとえば
鋼または合金製の二つの金属棒から成り、これらの部材は、サドルの下部支持体に安定連
結され、長さ方向に互いに適当な距離に配置される。これらの棒は、いろいろな連結手段
、たとえば、ナットとねじのアセンブリによって固定されたプレートによって、サドルと
シート支柱に固定することができる。
【０００４】
　これらの先行技術の構成は、明らかな欠点を有し、それは、シート支柱のみに作用を及
ぼすことによってしかサドルの高さ調節ができず、またサドルの長さ方向軸に沿ってサド
ルを適当な位置に配置できないということである。したがって、使用者は、体型に合わせ
た最適の乗り位置をとることができず、あるいは、たとえばそのような位置を変えて、た
とえば下り坂で必要になるような、特定空力配置の機能が実現できるようにすることがで
きない。
【０００５】
　前記欠点を除去するために、いくつかの構成が提案されており、そのような構成におい
ては、実質的に機械的な手段を使用して、サドルの下部要素がシート支柱に固定される。
前記手段は、自転車サドル下部の前記棒を、したがって該棒に固定された自転車サドルを
、自転車サドルの長さ方向軸に沿って滑らせることを可能にする。
【０００６】
　US-A-5,921,624号明細書に開示されているサドルアセンブリでは、サドルの下部支持体
が、管状部材によってシート支柱に連結され、この管状部材は、二股になった後部を有し
、三つの固定点でサドルの下部支持体に固定される。このレールは、適当な固定手段に連
結され、該手段は、サドルの長さ方向の調節をも可能にするようになっているアセンブリ
構成によって、シート支柱に固定されている。
【０００７】
　この構成は明らかな欠点を有しており、サドル位置の迅速かつ簡単な調節ができず、さ
らに、使用者は、特殊な工具たとえばねじ回しまたはレンチを使用して、不便な組み立て
および分解作業を実行しなければならない。
【０００８】
　さらに、着脱できるようにサドル支持体に連結された管状部材は、使用時に支持体から
外れることがある。
【０００９】
　また、支持体と管状部材との間に連結アセンブリを備えることは、明らかにサドル全体
の大きさを増すものである。
【００１０】
　US-A-6,561,578号明細書の記載事項は請求項１の前文の基礎となるものであるが、該明
細書に開示されている自転車サドルにおいては、単一の長さ方向レールによってシート支
柱との連結が実現され、該レールは支持体と一体に成形され、適当な水平方向に作用する
固定手段によってシート支柱に取りつけられている。
【００１１】
　この構成は、実用における安全性が不十分である。というのは、水平方向に作用する固
定手段は、割合簡単にはずれる傾向があり、かなり長時間の使用後には特にそうである。
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【００１２】
　さらに、前記サドルは、明らかな欠点を有し、自転車に乗る人の重さを均一かつ有効に
支持し、また分散させることができず、そのため、過剰な力が体の特定領域特に坐骨領域
にかかることがある。
【００１３】
　さらに、自転車に乗る人の重さの不適当な分布により、連結アセンブリに損傷が生じる
ことがあり、場合によっては破壊が起こりうる。
【００１４】
　最後に、前記いくつかの構成の共通の欠点は、サドル－シート支柱アセンブリの高すぎ
る高さであり、これは使用者にとって、不快であり、非実用的である。この問題は、特に
、シート支柱が、懸架シート支柱であって、懸架アセンブリが過剰な大きさを有する場合
に、特に強く感じられる
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の目的は、能率的で割合に経済的な、長さ方向に調節可能なシート構造物を提供
することによって、前記欠点を克服することである。
【００１６】
　本発明の主目的は、長時間の使用のあとでも、サドルの安定な長続きする配置を保証す
るシート構造物を提供することである。
【００１７】
　本発明のもう１つの目的は、最適の荷重分布を可能にする一方、シート位置の縦方向お
よび/または角度および/または垂直方向の調節を可能にするシート構造物を提供すること
である。
【００１８】
　本発明のもう１つの目的は、外部工具の使用なしで、迅速な位置調節のできるシート構
造物を提供することである。
【００１９】
　もう１つの目的は、構造物全体にわたる使用者の体重の均一な分布を可能にするシート
構造物を提供することである。
【００２０】
　本発明のもう１つの目的は、可能な限り軽量かつ柔軟で、圧力に対する十分な抵抗を保
証するシート構造物を提供することである。
【００２１】
　最後に、本発明の目的は、支持部材および構造物から成るアセンブリの高さを最小限に
抑えるような構成を有するシート構造物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　前記およびその他の目的、ならびに以下でもっとはっきりするその他の目的は、請求項
１に定義されているシート構造物によって満たされる。該構造物は、使用者の重量の少な
くとも一部を支持することを意図する下面と上面とを有する支持要素と、前記支持要素に
付随する固定手段であって、前記支持要素を自転車または人体支持フレームに、長さ方向
および/または角度および/または垂直方向に関して位置調節可能なように固定する固定手
段と、から成る。このシート構造物は、前記固定手段が、少なくとも１つの長さ方向延長
部を有し、該延長部が、前記支持要素から下方に延びていて、かつ少なくとも１つの実質
的に水平な部分を有し、該部分が、前記フレームに付随し、実質的に垂直方向に作用する
少なくとも１つの実質的に水平のクランプ部材によって、クランプされるようになってい
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
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　この特定実施形態により、本発明のシート構造物は、何時間もの使用のあとでも高度に
安全な荷重支持フレームへの固定を与える。
【００２４】
　さらに、この構造物は、外部工具の使用なしで、長さ方向および角度の簡単かつ迅速な
調節が可能である。
【００２５】
　好ましくは、前記延長部は、この構造物の支持要素と一体に作ることができる。そうす
れば、構造物全体が非常に強く、破壊の危険が最小限に押えられる。
【００２６】
　本発明の好ましい非排他的実施形態においては、一対の延長部を備えることができ、こ
れらの延長部は、支持要素と一体で、好ましくは平行で横方向に間隔をとって配置される
。これらの延長部は、垂直に配向され、また、それぞれ外側に延びた水平部分を備えてい
る。
【００２７】
　この実施形態により、荷重が実質的に支持要素全体に均一に分布するシート構造物が提
供される。
【００２８】
　好ましくは、前記水平部分は、所定角度だけ傾斜したそれぞれの上面を有することがで
きる。さらに、これらの水平部分は拡大された上部へりを有することができ、これらのへ
りは好ましくは、平行で同一平面上にある。
【００２９】
　ここで、水平部分は、フレームクランプ手段のためのそれぞれの長さ方向の受容部を定
める。したがって、実質的に垂直な方向の連結動作(vincularreaction)が得られ、そのた
め、構造物と該構造物に連結されるフレームとの高度に安定した連結が可能になる。
【００３０】
　本発明の重要な特徴によれば、延長部は実質的に長さ方向の溝を定めることができ、こ
の溝は、フレームクランプ手段の間に配置されるスペーサー部材を滑動自在に案内する。
【００３１】
　この特徴により、本発明の構造物は、その底部でさらなる支持力を有することができ、
フレームとの連結の安定性がかなり増大する。
【００３２】
　さらに、構造物のこの構成により、構造物と支持アセンブリの高さを最小限に抑えるこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　本発明のさらなる特徴と利点とは、添付の図面に即してなされる、本発明によるシート
構造物の好ましい非排他的な実施形態の詳しい説明からさらにはっきりするであろう。こ
こに示す例は、本発明を限定するものではない。
【００３４】
　本発明のシート構造物は、人体の尻を支持することができ、この構造物は、添付の図面
に示すように、自動車シート、椅子、または自転車サドルとして構成することができる。
【００３５】
　番号1で全体を示すシート構造物は、下面4と上面3を有する支持要素2を有し、後者は使
用者の重さを支持することを意図する。固定手段5も備えられ、これは、支持要素2に固定
され、該要素を自転車フレームTに連結するためのものである。代表的実施形態において
は、弾性詰め物11が備えられ、これは、フォーム、スポンジ、エラストマー材料、ゲル、
その他で作られ、要素2を覆うように配置される。
【００３６】
　本発明の好ましい非排他的実施形態においては、固定手段5は、横方向に間隔をとって
配置された一対の延長部6、6´を備えており、これらの延長部は、それぞれ水平部分7、7
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´を備えている。
【００３７】
　延長部6、6´は、実質的に垂直かつ平行であり、部分7、7´は、フレームTをクランプ
するための部材Sへの固定のために外側に延びている。フレームTは、図３に示すように、
軸Xに沿って、実質的に水平な方向に延びている。
【００３８】
　したがって、水平部分7、7´とクランプ部材Sとの間で連結関係にある部分は、軸Yに沿
って、実質的に垂直な方向に延びている。
【００３９】
　フレームTをクランプするための手段Sに対する構造物の長さ方向位置の簡単な調節のた
めに、部分7、7´は、実質的に一定の断面を有し、この断面は、それぞれの延長部6、6´
の実質的に全体に沿って延びている。
【００４０】
　図３および４に示すように、本発明の非排他的特定実施形態においては、支持要素2は
、フレームTへの固定のための手段5とは独立に作られており、これらの間に間隙iが備え
られている。そのような間隙は、場合によっては、任意の衝撃吸収手段M、たとえば普通
のばねタイプの緩衝器またはエラストマー部材を有することもできる。
【００４１】
　また、このシート構造物は、その前部Aで延長され、後部Pで拡幅されているように、構
成され、特に自転車サドルの場合におけるように、使用者の着座姿勢にもっとも良く合う
ようにされる。
【００４２】
　好ましくは、支持要素2および固定手段5は、剛性または半剛性材料、すなわち強化金属
またはポリマー材料、たとえばガラスファイバー強化ポリアミド66で作られる。いくつか
の方法たとえば成形を使用して、これらを作ることができる。要素2および固定手段5は、
必ずしも同じ材料で作る必要はない。
【００４３】
　延長部6、6´は、通常の固定手段たとえばねじまたはリベットで支持要素2に連結する
ことができるが、好ましくは、要素2と一体に成形する。
【００４４】
　固定手段5は、それぞれ前部A、A´において、支持要素2に連結される。
【００４５】
　水平部分7、7´がそれぞれ、所定の角度αだけ傾斜した上面8、8´を有するのが便利で
ある。この角度は、両面8、8´で必ずしも同じでなくても良い。
【００４６】
　好ましくは、これらの面は、安全なクランプを保証する平行な拡大された上部へり9、9
´を有する。
【００４７】
　このようにして、適当な受容部が、フレームTをクランプするための手段Sに対して定め
られる。この受容部は、たとえば、各延長部6、6´の水平部分7、7´に相補的に嵌めあわ
されるようになっている二つの実質的に長さ方向に延びた部材B、B´とすることができ、
またこの受容部は該受容部に連結された二つのレバーL、L´によってクランプすることが
できる。
【００４８】
　延長部6、6´と部分7、7´とによって形成されるアセンブリは、実質的に長さ方向の溝
を定め、この溝は、フレームTたとえばシート支柱の端部のクランプのための部材Sの間に
配置された適当なスペーサー部材Cを滑動自在に案内する。
【００４９】
　以上のように、本発明のシート構造物は、意図した目的を満たすものであり、特に、何
時間もの使用のあとでも、サドルの安定な長続きする配置を保証する目的を満たすもので
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ある。
【００５０】
　実質的に垂直方向に作用する水平クランプ部材Sによって固定されるようになっている
水平部分7が備わっていることにより、連結関係にある部分は、軸Yに沿って、同じ方向に
延びており、したがって高度に安定で長続きする固定が得られる。
【００５１】
　本発明の構造物には、特許請求の範囲に示す発明概念の範囲内で、多くの変更と変形と
を加えることができる。本発明の範囲を逸脱することなく、個々の部品はすべて、技術的
に同等の他の部品で置き換えることができ、材料は、いろいろな必要に応じて変えること
ができる。
【００５２】
　以上、添付の図面を参照することによって、本発明のシート構造物を説明したが、明細
書と特許請求の範囲で使用した参照番号は、本発明のより良い理解のためにだけ使用した
ものであり、いかなる意味でも特許請求の範囲の制限を意図するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明による構造物の不等角投影図である。
【図２】図１の構造物の分解図である。
【図３】図１の構造物の要素の特定実施形態の側面図である。
【図４】図３の要素の背面図である。
【符号の説明】
【００５４】
　1　シート構造物
　2　支持要素
　3　上面
　4　下面
　5　固定手段
　6　延長部
　6´　延長部
  7  水平部分
　7´　水平部分
　8　上面
　8´　上面
　9　上部へり
　9´　上部へり
  10　長さ方向の溝
　11  弾性詰め物
  A  前部
  A´　前部
　B  長さ方向に延びた部材
  B´　長さ方向に延びた部材
  C  スペーサー部材
  L  レバー
  L´　レバー
  M  衝撃吸収手段
　P  後部
  S  Tをクランプするための部材
　T  自転車フレーム
  X  軸
  Y  軸
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　i　間隙
　α　角度

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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